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「いま、 日本に、 二十 七 八 歳の ボォ ドレ エルが 生きて 

いたら ご 

私 をして 生き残 させて 居る ただ 一 つの 言葉で ある。 

なお、 深く 知らむ と 欲せば、 読者、 まず、 私の 作品 

の 全部 を 読まなければ いけない。 再び 絶対の 沈黙 を ま 

もる。 逃げない。 

ブル ジ ョ ァ 芸術に 於け る 運命 

百姓、 職工の 芸術。 私 は それ を 見た ことがない。 

シャ ルル. ルイ. フィリップ。 彼が 私 を 震駭 させた だ 



けで ある。 私 は、 否、 人々 は、 あらゆる クラスの 芸術 

を、 ふくめて、 芸術と 言って いるよう である。 つぎの 

言葉が、 成り立つ。 「それ を 創る 芸術家に、 金が、 あれ 

ば ある ほど、 佳い。 さもな くば 商才、 人に 倍して すぐ 

れ、 (恥ず べき ことに 非ず。) 画 料、 稿料、 ひとより 図 

抜けて 高く 売りつ け、 豊潤なる 精進 を こそす ベ き 也。 

これ、 しかしながら、 天賦の 長者の それに 比し、 かな 

らず、 第二 流な りご 

定理 



フィリップの 骨格に 就いて 

淀野隆 三、 かれの 訳した る、 フィリップ 短篇 集、 「小 

さき 町に て ご 一 冊 を 送って くれた。 私、 先月、 小説 集 

は 誰の もので も 一切、 読みたくなかった。 田 中 寛 二の、 

めんば 

Ms! and Apes. 真宗 在家 勤行 集。 馬鹿と 面罵す るよ 

り 他に 仕様の なかった 男、 エリオットの、 文学論 集 を 

わざと 骨折って 読み、 伊東静雄の 詩集、 「わが ひとに 与 

ふる 哀歌 ご を 保 田 与 重郎が 送って くれ、 わが ひとと は、 

私の こと だとき めて 再読、 そのほか、 ダヴィンチ、 ミ 

ケ ランジェ 口の 評伝、 おのおの 一冊、 ミケランジェロ 



プ。 その 余 は、 名 はなく もがな と 思って いる。 淀野隆 

三、 自ら きびしく、 いましめる ところあって か、 この 

本の あとに もさき にも、 原作者 フィリップに 就いて、 

ほとんど 語って いない。 では 私、 駄馬の のつ そり 勇気、 

かれの まことの 人となり を 語らむ 乎。 以下、 私の 述べ 

る こと は、 かれの 骨格に ついて 也。 かならず、 かれの 

小説と、 混同すべからず、 かれの あの、 きめこま やか 

なる 文章と。 

シャ ルル • ルイ. フィリップの 友に 語った 言葉の は 

し はし。 かれ 二十 五 歳。 「昨日、 僕 はけ だものの 如く 

に 泣いた ご 「僕たちお 互いが 大作 家に なれる かどう か、 



いままで、 毎月、 毎月、 むり をして まで 五六 枚ず つ、 

^わば 感想 断片 を 書き、 この 雑誌に 載せて 来た。 しか 

あまがえる 

るに、 世の中に は 羞恥心の 全く 欠けた 雨蛙の ような 

男が たくさんいて、 (これ は、 私に とって あたらしい 発 

見であった。) ちかごろ、 「狂的な ひらめき ご を 見せた 

る 感想 断片が、 私の 身の まわ リ にも 二三ち らばり 乱れ 

て 咲く ようになった。 あたかも それが、 すぐれたる 作 

家の ひと つ の 条件で でも あるかの ように。 

は つきり 言える ことがら を、 どんなに は つきり 言つ 

て も、 言いす ぎる こと はない ので あるから、 ベ つに 「狂 

的な ひらめき ご を 見せて 呉れなくても、 さしつかえな 



ねんねんと 動き、 いたるところ、 いたるところ、 かん 

ばし からぬ へま を 演じ、 まるで、 なって いなかった、 

悪霊の 作者が、 そぞ ろな つかしく なって 来る の だ。 軽 

薄 才子の よろしき 哉。 滅 茶な 失敗の ありがた さよ。 醜 

き 慾 念の 尊 さよ。 (立派に なりたい と 思えば、 いつで 

も なれる からね。) 

昨年の 暮、 いたた まらぬ 事が、 三つ も 重なって 起り、 

私 は、 字義 どおり 尻に 火が ついた 思いで 家 を 飛び出し、 



湯 河原、 箱 根 を あるきまわり、 箱 根の 山 を 下る ときに 

は、 旅費に 窮 して、 小 田 原まで てくてく 歩こうと 決心 

したので ある。 路の 両側 は 蜜柑畑、 数十 台の 自動車に 

追い抜かれた。 私に は 四方の 山々 を 見 あげる こと さえ 

できなかった。 私 はけ だものの ように 面 を 伏せて 歩い 

た。 「自然 ご の 峻厳に 息が つまる ほど いじめられた。 

私 は、 鼻紙の ようにくし やくしゃに もまれ、 まるめら 

れ、 ぼんと 投げ出された 工合いで あった。 

この 旅行 は、 私に とって、 いい 薬に なった。 私 は、 

人の ちからの 佳い 成果 を 見たくて、 旅行 以来 一月 間、 

ま. ら 

私の 持って いる 本 を、 片っぱ しから 読み直した。 法螺 



いよいよ、 この 内村鑑 三の 信仰の 書に まいって しまつ 

た。 いまの 私に は、 虫の ような 沈黙が ある だけ だ。 私 

は 信仰の 世界に 一歩、 足 を 踏み いれて いるよう だ。 こ 

れ だけの 男なん だ。 これ 以上う つくしく もなければ、 

これ 以下に 卑劣で もない。 ああ、 言葉の むなし さ。 

じょうぜ つ 

饒舌への 困惑。 いちいち、 君の いうと おりだ。 だまつ 

ていて おくれ。 そうと も、 天の 配慮 を 信じて いるの だ _ 

御 国の 来らむ こと を。 (噓 から 出た まこと。 やけくそ 

から 出た 信仰。) 

日本 浪曼 派の 一週 年 記念 号に、 私 は、 以上の いつわ 

ら ざる、 ぎりぎりの 告白 を 書きし るす。 これで、 だめ 
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